予算策定の基本方針（2020-21）


1. 基本的考え方
前年度の予算策定方針を基本にして編成しました。
地区の財政の現状を把握し、各収入と支出予算を検討しました。
過年度の予算と決算の状況を精査し、実現可能な予算を策定しました。


2. 予算策定についての考え方
会員数がここ数年減少傾向が続いていますが、下げ止まり感もみえるため、昨年同様、会員数2,750名、一人当たり分担金25,200円にて予算を策定しました。

地区活動費については、各員会より予算要求をいただき、各面談をする中で一般会計と特別会計の振り分けを行い、要求額と財政的支出可能額との整合性をはかりました。各費目については、セミナー費100万円増額、グループフェスタ準備金200万円を計上しました。

ガバナー月信費については、毎月の月信費及び地区活動報告書等の印刷代を考慮し780万円を計上しました。

危機管理基金については、従前とおり年250万円の繰入を計上しました。
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前年度繰越金は暫定値のため、年度末確定後7月下旬には繰越額の予算補正を行います。

新型コロナウィルスの蔓延により、各事業計画の実施に支障がでる可能性もありますが、状況を見極めつつ柔軟な予算執行をおこなってまいります。
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